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人
工
知
能
と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
今
年
一
月
に
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
I
E
A
）か
ら
発
行
さ
れ
た
報
告
書
に
は
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
グ
ー
グ

ル
の
よ
う
な
検
索
ツ
ー
ル
に
、
A
I
（
人

工
知
能
）
を
完
全
に
導
入
し
た
場
合
、
電

力
消
費
が
一
〇
倍
に
増
加
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
典
型
的
な
検
索
は
一
回
当
た
り
の

電
力
消
費
は
〇
･
三
ワ
ッ
ト
時
だ
が
、

チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
に
一
回
問
い
合
わ
せ
る

と
二
･
九
ワ
ッ
ト
時
と
約
一
〇
倍
の
電
力

を
消
費
す
る
。」
こ
の
電
力
は
私
た
ち
の
手

元
で
消
費
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

遠
く
離
れ
た
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ

る
高
性
能
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
集
ま
っ
た

施
設
で
消
費
さ
れ
ま
す
。
世
界
中
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
の
総
電
力
消
費
量
は
、
二
〇
二
二
年

を
基
準
に
す
る
と
二
〇
二
六
年
に
は
倍
増
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
そ
の
消
費
量
は
日
本
の
一
年
間
の

電
力
消
費
量
に
匹
敵
し
ま
す
。

　
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
グ
ー
グ
ル
は
七
月
に
、
温
暖
化
ガ

ス
の
排
出
量
が
四
年
間
で
約
五
割
増
加
し
た
と
発

表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
成
A
I
を
動
か
た
め
に

使
う
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
拡
大
に
よ
る
も
の
で
す
。

彼
ら
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の
電
力
を
優

先
的
に
購
入
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

間
に
合
わ
な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に

電
力
需
要
の
増
加
は
地
球
温
暖
化
に
影
響

を
与
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

こ
れ
か
ら
技
術
革
新
が
あ
っ
て
、
世
界
の

電
力
消
費
量
に
占
め
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
割
合
は
、
二
〇
五
〇
年
に
な
っ
て
も
わ

ず
か
二
％
に
留
ま
る
と
い
う
試
算
も
あ
り
、

そ
れ
ほ
ど
気
に
し
な
く
て
良
い
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た

め
に
「
省
エ
ネ
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
努
力
も
あ
っ
て
効

果
も
出
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
P
C
を
使
っ
て
い
る
だ
け

で
、
世
界
の
ど
こ
か
で
電
力
消

費
が
増
え
て
い
る
と
思
う
と
、

複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
よ

ね
？

AIに「AI」を書かせた絵
"DALL-E 3 - advanced artificial intelligence" 
by Alenoach is licensed under CC0 1.0

参 考：IEA, Electricity 2024 (2024)
日本経済新聞 Web 版 2024 年 7 月 3 日
EE Times Japan 2024 年 7 月 4 日
朝日新聞 Web 版 2024 年 6 月 9 日

研究所に生えるサルトリイバラの実
サンキライ（山帰来）とも呼ばれ、麩まんじゅうは
この葉で包まれています

オープンキャンパス 2024 を開催しました
　
一
〇
月
二
六
日
に
、
毎
年
恒
例
の
秋
の

イ
ベ
ン
ト
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
一

般
公
開
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ズ
マ

や
核
融
合
に
つ
い
て
体
験
し
な
が
ら
楽
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
多
数

準
備
し
、
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
工
作
教
室
、
君
だ
け
の
記
念
シ
ー

ル
を
作
ろ
う
な
ど
復
活
し
た
企
画
や
謎
解

き
イ
ベ
ン
ト
な
ど
新
た
な
企
画
も
あ
り
ま

し
た
。
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
土
曜
日

の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
六
五
〇
名

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

真空実験の様子



　キチョウは成虫（写真の状態）で何
も食べずに冬を越す蝶です。今は、秋
に咲く数少ない花に集まり、最後の食
事をしています。研究所には二種類の
キチョウがいます。キタキチョウとツ
マグロキチョウです。よく似ています
が、ツマグロキチョウは、翅の先が尖っ
ています。ツマグロキチョウは、環境
省に絶滅の危険性が高い種に指定され
ています。どうしてここにいるのかを
調べながら、見守っていきたいです。

研究所の構内や周りの自然を紹介するね。
いろいろな生き物が暮らしているんだよ。

　平成 10 年の実験開始以来、今
年で 25 回目の実験期間となる大
型ヘリカル装置（LHD）のプラ
ズマ実験は、3月 13 日に開始し、
6 月 20 日に予定どおり終了しま
した。延べ 55 日間で 6,000 回
を超えるプラズマの生成を行いま
した。25 年間の通算では、実験
回数は 19 万回を超えています。
最新鋭の計測機器を用いて計測し
たデータは、実験 1 回当たり、
約 1 テラバイト（TB）にもなり
ます。

　核融合科学研究所は、この 25年間の莫大な計測生データ（今後解析データを追加予定）を、
アマゾン社が提供するクラウドサービス上に完全複製し、誰でもアクセスできるようにしま
した。これにより、様々な分野の研究者が研究に利用できるだけでなく、市民一般からの研
究参加や、新たにフュージョンエネルギーの研究開発を始めたい諸外国・産業界などからの
新規参入も期待できます。こうした大規模な研究データ資産の利活用と社会全体での共有、
いわゆる「オープンサイエンス」の推進は、2023 年 5 月に仙台で開催された G7 科学技術
大臣会合においても共同声明として採択されています。

大規模な LHD の実験データ 25 年分を
クラウド上で完全オープン
～誰でも利用可能に

8月号の正解は「B：2000 万度」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

A：赤　　B：緑　　C：黄

オーロラは、北欧などで高緯度で発生しますが、
日本で見えたときは、何色に見えるでしょうか？

正解者の中から抽選で、10 名様にヘリカちゃんグッズをプレゼントします。
解答、お名前、ご住所、よろしければ記事に関するご感想もご記入のうえ、
メールまたはハガキ（対外協力係宛）にてご応募ください。
送付先：nifs-kouhou@nifs.ac.jp
〒509-5292 土岐市下石町 322-6（締切 1月 8 日消印有効）
正解は、次号とウェブサイトにて発表します。

　今年は、太陽の活動が活発で、5 月から 10 月にかけて、
日本の各地でオーロラ観測の報告が届きました。写真（上）は、
日本でもオーロラが観測された 5 月 11 日に、カリフォル
ニアで撮影されたオーロラです。空の低い所に赤いオーロラ
が発生しています。日本を含め低緯度で見られるオーロラは
赤く、北欧など高緯度で見られるオーロラが緑っぽいのはど
うしてでしょうか？
　オーロラは、太陽から地球にやって来るプラズマ（主に電
子）が、地球の磁場で極地に導かれ、大気（主に酸素）に当
たって起きる発光現象です。高度 100kmから 600kmの
高い場所でオーロラが発生します。また衝突する電子のエネ
ルギーによって、放出される光の波長、つまり色が変わりま
す。高度が 200 km以上の高いところでは、酸素にエネル
ギーの低い電子が衝突して赤い光を発します。高度が 100 
～200 kmでは、エネルギーの高い電子が酸素に衝突して
緑色を発します。従って、オーロラの上部は赤く、下部は緑
色に見えます。写真（下）はスウェーデンで撮影されたオー
ロラですが、まさにそのように見えますね。
　それでは、北欧など高緯度地方で発生するオーロラは、日本からどのように見えるのでしょう
か？地球は丸いため、オーロラの下のほうは地平に隠れ、上の方だけが見えることになります。
そのため、日本で見られるオーロラの色は赤いのです。日本の上空でオーロラが発生しているの
ではないのですね。

4. プラズマが作り出すオーロラの色の不思議

LHD 実験の全計測・解析データ 4,000 万件余を公開

2024 年 5 月 11 日カリフォルニアで
撮影されたオーロラ
©Matthew Dillon, CC BY 2.0

2024 年 10 月 8 日スウェーデンで
撮影されたオーロラ
提供：核融合科学研究所 , CC BY 4.0
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